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着し、つまることになりますので、定期的に清

掃するようにしてください。

● 流し台の排水パイプにはビニール管を使用

したものがありますので、熱湯を直接流さない

ようにしてください。

►台所の換気

台所は熱気や煙がこもりやすいものです。換

気扇、レンジフードなどを使用するか、または窓

の開閉によって換気してください。熱気がこもる

と結露の原因にもなります。

時々、換気扇、レンジフードなどの清掃を行っ

てください（21ページ「６結露」参照。）。

４ 浴 室

● 屋内で防水されている所は浴室だけですか

ら、浴室以外（洗面所など）では水をこぼさな

いように特に注意してください。また、防水パ

ン使用の浴室は、床と壁のスキ間にコーキン

グ材を充てんし、防水をしていますが、デリケ

ートなものですので、ていねいにお使いいた

だくとともに、点検を怠らないようにしてくださ

い。

● 洗濯機の排水を浴室内へ排水する場合は、

洗面所などに水をこぼさないよう特に注意し

てください。

● 排水目皿がつまると水があふれ、階下へ漏

水することになりますので、日頃からよく掃除

をしてください。不注意による漏水で被害を与

えた場合は、損害賠償の義務が生じます。

● 浴室は湿気の発生場所ですので、換気が不

十分ですと、壁や天井についた水滴からカビ

が発生したり浴室戸が腐食します。使用する

時はもちろんですが、使用しないときも換気に

は十分気をつけてください。

５ 便 所

►水洗便所使用のとき

水に溶けにくい紙などを使用しますと、汚水管

をつまらせる原因や汚水処理施設の機能の障

害になりますので、必ず専用紙をお使いくださ

い。

〈排水管のつまり〉

便器に不溶物を流すと、その住宅の便所には

影響がなくても、他の住宅の便所へ汚物が逆流

することがあります。大変迷惑をかけるので絶

対にしないでください。

►ロータンクとフラッシュバルブ

●ロータンク方式

タンクに水をためておき、レバーを操作して

放水します。浮きゴムにゴミがつかえると水が

止まらなくなりますので、この場合は止水栓を

とめてフタを開け、ゴミなどを除去するなどして

ください。なお、水が止まらない場合は、レバ

ー位置を確認してください。それでも止まらな

い場合は、止水栓を閉じて連絡員を通じて指

定管理者の事務所へ連絡してください。
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●フラッシュバルブ方式

ハンドルを押すと、約１０秒間水が出て洗浄

されます。水が止まらない場合は、止水弁の

ネジを右に回すと、弁が閉じて水が止まります。

また、ハンドルを押した際、大きな音がすると

きは、器具やパッキンなどの故障ですから、連

絡員を通じて管理事務所へ連絡してください。

※ いずれの方式の場合でも、給排水管などに

結露する場合があります。腐食の原因にも

なりますので、ふき取るようにしてください。

►便所の掃除

● 便所の床は防水していませんので、水を流

さないようにしてください。

● 便器、手洗器の掃除は、中性洗剤を使って

洗ってください。

● 掃除のために塩酸などの薬品を使うと、排

水管や浄化槽がいたみますのでやめてくださ

い。

６ 結 露

室内の空気中の水蒸気が、冷たい壁や天井

などに水滴となって付着することを結露といいま

す。結露をそのままにしておくと、壁、天井にカビ

が発生し、家具、畳などが腐りやすくなります。

この原因としては、

① 日本の気象が高温多湿であること。

② コンクリートの住居は気密性が高く自然換気

が非常に少ないこと。

③ 冬期には特に暖房により室内に多量の水蒸

気が発生しているうえに外壁が外気で冷や

されること、などがあげられます。

結露を防ぐためには、換気と暖房に注意する

ことが大切です。特に次のことに注意してくださ

い。

● 室内の換気を十分にして、湿気を少なくする

よう心掛けてください。

● 換気用の小窓や換気口は、いつも十分に開

けておいてください。

● 天気のよい日には、室内外の建具を開放し

て換気をはかってください。

● 家具類は、壁から少し離して置いてくださ

い。

● 押入れは、昼間できるだけ開け放しておい

てください。




